
ル・プラス運営
うんえい

規程
きてい

 

 

障害者
しょうがいしゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

及び
および

社会
しゃかい

生活
せいかつ

を総合的
そうごうてき

に支援
しえん

するための法律
ほうりつ

に基づく
もとづく

 

ル
る

・プラス
ぷ ら す

（就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

）運営
うんえい

規程
きてい

 

 

 

（事業
じぎょう

の目的
もくてき

） 

第１条
だい１じょう

 加島
かしま

友愛会
ゆうあいかい

（以下
いか

「事
じ

業者
ぎょうしゃ

」という。）が設置
せっち

するル・プラス（以下
いか

「事業所
じぎょうしょ

」という。）にお

いて実施
じっし

する指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事業
じぎょう

の就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

（以下
いか

「指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

」

という。）の適正
てきせい

な運営
うんえい

を確保
かくほ

するために必要
ひつよう

な人員
じんいん

及び
および

運営
うんえい

管理
かんり

に関する
かんする

事項
じこう

を定め
さだめ

、指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

の円滑
えんかつ

な運営
うんえい

管理
かんり

を図る
はかる

とともに、利用者
りようしゃ

の意思
いし

及び
および

人格
じんかく

を尊重
そんちょう

して、常に
つね

当該
とうがい

利用者
りようしゃ

の立場
たちば

に立った
た

適切
てきせつ

な指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

の提供
ていきょう

を確保
かくほ

することを目的
もくてき

とする。 

 

 

（運営
うんえい

の方針
ほうしん

） 

第２条
だい２じょう

 事業所
じぎょうしょ

は、利用者
りようしゃ

が自立
じりつ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営む
いとなむ

ことができるよう、当該
とうがい

利用者
りようしゃ

を

雇用
こよう

して就労
しゅうろう

の機会
きかい

を提
てい

供
きょう

するとともに、その知識
ちしき

及び
および

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

その他
そのた

の便宜
べんぎ

を適切
てきせつ

かつ効果的
こうかてき

に行う
おこなう

ものとする。 

２ 指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
Ａがた

の実施
じっし

に当たって
あたって

は、地域
ちいき

との結び付き
むすびつき

を重視
じゅうし

し、利用者
りようしゃ

の所在
しょざい

する

市町村
しちょうそん

、他
た

の指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
さーびすじ

業者
ぎょうしゃ

、指定
してい

相談
そうだん

支援事
しえんじ

業者
ぎょうしゃ

、指定
してい

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

その他
そのた

福祉
ふくし

サービス又
また

は保健
ほけん

医療
いりょう

サービスを提供
ていきょう

する者
もの

（以下
いか

「障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事業者
じぎょうしゃ

等
など

」

という。）との密接
みっせつ

な連携
れんけい

に努める
つとめる

ものとする。 

３ 前
ぜん

二項
にこう

のほか、障害者
しょうがいしゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

及び
および

社会
しゃかい

生活
せいかつ

を総合的
そうごうてき

に支援
しえん

するための法律
ほうりつ

（平成
へいせい

17
１７

年
ねん

法律
ほうりつ

第 123 号
だい１２３ごう

。以下
いか

「法
ほう

」という。）及び
および

「豊中市
とよなかし

指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスの事業
じぎょう

の人員
じんいん

、設備
せつび

及び
およ

運営
うんえい

に関する
かんする

基準
きじゅん

等
とう

を定める
さだめる

条例
じょうれい

」（平成
へいせい

24年
ねん

条例
じょうれい

第 60 号
だい ごう

）に定める
さだめる

内容
ないよう

のほか関係
かんけい

法令
ほうれい

等
など

を遵守
じゅんしゅ

し、指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

を実施
じっし

するものとする。 

 

 

（事業所
じぎょうしょ

の名称
めいしょう

等
など

） 

第３条
だい３じょう

 指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

を行う
おこなう

事業所
じぎょうしょ

の名称
めいしょう

及び
および

所在地
しょざいち

は、次
つぎ

のとおりとする。 

（１） 名称
めいしょう

  ル・プラス 

（２） 所在地
しょざいち

 大阪府
おおさかふ

豊中市上
とよなかしこう

津島
づしま

一丁目
いっちょうめ

４番
ばん

３号
ごう

 



（職員
しょくいん

の職種
しょくしゅ

、員数
いんずう

及び
および

職務
しょくむ

の内容
ないよう

） 

第４条
だい４じょう

 事業所
じぎょうしょ

における職員
しょくいん

の職種
しょくしゅ

、員数
いんずう

及び
および

職務
しょくむ

の内容
ないよう

は、次
つぎ

のとおりとする。 

（１）管理者
かんりしゃ

 1
１

名
めい

（常勤
じょうきん

職員
しょくいん

）※サービス管理責任者と兼務 

管理者
かんりしゃ

は、職員
しょくいん

の管理
かんり

、指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

の利用
りよう

の申し込み
もうしこみ

に係る
かかわる

調整
ちょうせい

、業務
ぎょうむ

の実施
じっし

状況
じょうきょう

の把握
はあく

その他
そのた

の管理
かんり

を一元的
いちげんてき

に行う
おこなう

とともに、法令
ほうれい

等
とう

において規定
きてい

されている指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

の実施
じっし

に関し
かんし

、事業所
じぎょうしょ

の職員
しょくいん

に対し
たいし

遵守
じゅんしゅ

させるため必要
ひつよう

な指揮
しき

命令
めいれい

を行う
おこなう

。 

 

（２）サービス管理
かんり

責任者
せきにんしゃ

 １名
１めい

（常勤
じょうきん

職員
しょくいん

）※管理者と兼務 

サービス管理
かんり

責任者
せきにんしゃ

は、次
つぎ

の業務
ぎょうむ

を行う
おこなう

。 

（ア） 適切
てきせつ

な方法
ほうほう

により、利用者
りようしゃ

の有する
ゆうする

能力
のうりょく

、置かれて
おかれて

いる環境
かんきょう

及び
および

日常
にちじょう

生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

の 状況
じょうきょう

等
とう

の評価
ひょうか

を通じて
つうじて

利用者
りようしゃ

の希望
きぼう

する生活
せいかつ

や課題
かだい

等
とう

の把握
はあく

（以下
いか

「アセスメント」という。）を行い
おこない

、

利用者
りようしゃ

が自立
じりつ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

を営む
いとなむ

ことができるように支援
しえん

する上
うえ

での適切
てきせつ

な支援
しえん

内容
ないよう

を

検討
けんとう

すること。 

（イ） アセスメント及び
および

支援
しえん

内容
ないよう

の検討
けんとう

結果
けっか

に基づき
もとづき

、事業所
じぎょうしょ

が提供
ていきょう

する指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

以外
いがい

の保険
ほけん

医療
いりょう

サービス又
また

はその他
そのた

の福祉
ふくし

サービス等
とう

との連携
れんけい

も含めて
ふくめて

、利用者
りようしゃ

の生活
せいかつ

に

対する
たいする

意向
いこう

、総合的
そうごうてき

な支援
しえん

の方針
ほうしん

、生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

の質
しつ

を向上
こうじょう

させるための課題
かだい

、指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

の目標
もくひょう

及び
および

その達成
たっせい

時期
じき

、指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

を提供
ていきょう

する上
うえ

での留意
りゅうい

事項
じこう

等
とう

を

記載
きさい

した就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

計画
けいかく

の原案
げんあん

を作成
さくせい

すること。 

（ウ） 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

計画
けいかく

の原案
げんあん

の内容
ないよう

を利用者
りようしゃ

に対して
たいして

説明
せつめい

し、文書
ぶんしょ

により利用者
りようしゃ

の同意
どうい

を

得た
えた

上
うえ

で、作成
さくせい

した就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

計画
けいかく

を記載
きさい

した書面
しょめん

を利用者
りようしゃ

に交付
こうふ

すること。 

（エ） 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

計画
けいかく

作成後
さくせいご

、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

計画
けいかく

の実施
じ っ し

状 況
じょうきょう

の把握
は あ く

（利用者
りようしゃ

につい

ての継続的
けいぞくてき

なアセスメントを含む
ふ く む

。）を行う
お こ な

とともに、少なく
す く な く

とも６月
６ つ き

に１回
１ か い

以上
いじょう

、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

計画
けいかく

の見直し
みなおし

を行い
おこない

、必要
ひつよう

に応じて
おうじて

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

計画
けいかく

を変更
へんこう

すること。 

（オ） 利用
りよう

申込者
もうしこみしゃ

の利用
りよう

に際し
さいし

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事業者
じぎょうしゃ

等
とう

に対する
たいする

照会
しょうかい

等
とう

により、利用
りよう

申込者
もうしこみしゃ

の心身
しんしん

の 状況
じょうきょう

、事業所
じぎょうしょ

以外
いがい

における指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の利用
りよう

状況
じょうきょう

等
とう

を把握
はあく

するこ

と。 

（カ） 利用者
りようしゃ

の心身
しんしん

の 状況
じょうきょう

、置かれて
おかれて

いる環境
かんきょう

等
とう

に照らし
てらし

、利用者
りようしゃ

が自立
じりつ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

を営む
いとなむ

こ

とができるよう定期的
ていきてき

に検討
けんとう

するとともに、自立
じりつ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

を営む
いとなむ

ことができると

認められる
みとめられる

利用者
りようしゃ

に対し
たいし

、必要
ひつよう

な支援
しえん

を行う
おこなう

こと。 

（キ） 他
た

の従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

に対する
た い す る

技術
ぎじゅつ

指導
し ど う

及び
お よ び

助言
じょげん

を行う
おこなう

こと。 

 

 



（３） 職業
しょくぎょう

指導員
しどういん

 １０名
めい

（常勤
じょうきん

職員
しょくいん

２名
めい

・非常勤
ひじょうきん

職員
しょくいん

８名
めい

） 

職業
しょくぎょう

指導員
しどういん

は、利用者
りようしゃ

がサービスを利用
りよう

するにあたって、必要
ひつよう

な支援
しえん

を行う
おこなう

。 

 

（４）生活
せいかつ

支援員
しえんいん

 ８名
めい

（常勤
じょうきん

職員
しょくいん

1名
めい

・非常勤
ひじょうきん

職員
しょくいん

７名
めい

） 

生活
せいかつ

支援員
しえんいん

は、利用者
りようしゃ

がサービスを利用
りよう

するにあたって、必要
ひつよう

な支援
しえん

を行う
おこなう

。 

 

（５）賃金
ちんぎん

向上
こうじょう

達成
たっせい

指導員
しどういん

 2名
めい

（常勤
じょうきん

職員
しょくいん

0名
めい

・非常勤
ひじょうきん

職員
しょくいん

2名
めい

） 

賃金
ちんぎん

向上
こうじょう

達成
たっせい

指導員
しどういん

は、生産
せいさん

活動
かつどう

による収 入
しゅうにゅう

を増やす
ふ や す

ための販路
は ん ろ

拡大
かくだい

や、商品
しょうひん

開発
かいはつ

、労働
ろうどう

 

時
じ

間
かん

の増加
ぞ う か

等
とう

の賃金
ちんぎん

向上
こうじょう

を図る
は か る

にあたって、必要
ひつよう

な支援
し え ん

を行う
おこなう

。 

 

（営業
えいぎょう

日
び

及び
および

営業
えいぎょう

時間
じかん

等
とう

） 

第５条
だい５じょう

 事業所
じぎょうしょ

の営業
えいぎょう

日
び

及び
および

営業
えいぎょう

時間
じかん

並び
ならび

にサービス提供
ていきょう

日
ひ

及び
および

サービス提供
ていきょう

時間
じかん

は、次
つぎ

のとおり

とする。 

（１） 営業
えいぎょう

日
び

 月曜日
げつようび

から土曜日
どようび

までとする。 

（２） 営業
えいぎょう

時間
じかん

 午前
ごぜん

８時
８じ

から午後
ごご

６時
６じ

１５分
１５ふん

までとする。 

（３） サービス提供
ていきょう

日
ひ

 月曜日
げつようび

から土曜日
どようび

までとする。 

（４） サービス提供
ていきょう

時間
じかん

 午前
ごぜん

８時
８じ

から午後
ごご

１０
1 0

時
じ

までとする。 

 

 

     利用
り よ う

時
じ

（雇用
こ よ う

契約
けいやく

時
じ

）の労働
ろうどう

時間
じ か ん

 

・基本的
きほんてき

な労働
ろうどう

時間
じ か ん

の契約
けいやく

は9
9

:30
3 0

～16
1 6

:30
3 0

の実働
じつどう

6
6

時間
じ か ん

、休憩
きゅうけい

60
6 0

分
ぷん

です。 

・利用者
りようしゃ

の希望
き ぼ う

により、サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

時間
じ か ん

8
8

:00
0 0

～22
2 2

:00
0 0

のうち、実働
じつどう

6
6

時間
じ か ん

（休憩
きゅうけい

60
6 0

分
ふん

） 

 ～実働
じつどう

7
7

時間
じ か ん

30
3 0

分
ふん

（休憩
きゅうけい

45
4 5

分
ふん

）の契約
けいやく

をします。 

・夜間
や か ん

時間帯
じかんたい

のサービス
さ ー び す

提供
ていきょう

時間
じ か ん

には、仕事
し ご と

がある時
とき

もない時
とき

もあります。 

・休憩
きゅうけい

時間
じ か ん

60
６ ０

分
ふん

の内訳
うちわけ

は、昼 食
ちゅうしょく

に伴う
ともなう

休憩
きゅうけい

が45
４ ５

分
ふん

・15
１ ５

時
じ

前後
ぜ ん ご

の小休憩
しょうきゅうけい

が15
１ ５

分
ふん

です。 

・休憩
きゅうけい

時間
じ か ん

45
4 5

分
ふん

の内訳
うちわけ

は、昼 食
ちゅうしょく

に伴う
ともなう

休憩
きゅうけい

が30
3 0

分
ふん

・15
１ ５

時
じ

前後
ぜ ん ご

の小休憩
しょうきゅうけい

が15
１ ５

分
ふん

です。 

     ・ただし、作業
さぎょう

の進行
しんこう

状 況
じょうきょう

によっては、多少
たしょう

休憩
きゅうけい

開始
か い し

時間
じ か ん

が前後
ぜ ん ご

することもあります。 

 

 

（利用
りよう

定員
ていいん

） 

第６条
だい６じょう

 事業所
じぎょうしょ

の利用
りよう

定員
ていいん

は 40名
めい

とする。 

（１） うち雇用
こよう

契約
けいやく

を締結
ていけつ

しサービスを提供
ていきょう

する者
もの

：40名
めい

 



（２） うち雇用
こよう

契約
けいやく

を締結
ていけつ

せずにサービスを提供
ていきょう

する者
もの

：０名
０めい

 

 

 

（指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

を提供
ていきょう

する主
しゅ

たる対象者
たいしょうしゃ

） 

第 7 条
だい７じょう

  事業所
じぎょうしょ

において指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

を提供
ていきょう

する主
しゅ

たる対象者
たいしょうしゃ

は、次
つぎ

のとおりとする。 

（１） 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

（18
１８

歳
さい

未満
みまん

の者
もの

を除く
のぞく

） 

（２） 知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

（18
１８

歳
さい

未満
みまん

の者
もの

を除く
のぞく

） 

（３） 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

（18
１８

歳
さい

未満
みまん

の者
もの

を除く
のぞく

） 

（４） 難病
なんびょう

等
とう

対象者
たいしょうしゃ

（18
１８

歳
さい

未満
みまん

の者
もの

を除く
のぞく

） 

 

（指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

の内容
ないよう

） 

第 8 条
だい８じょう

  事業所
じぎょうしょ

で行う
おこなう

指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

の内容
ないよう

は、次
つぎ

のとおりとする。 

（１） 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

計画
けいかく

の作成
さくせい

 

（２） 就労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な知識
ちしき

、能力
のうりょく

を向上
こうじょう

させるために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

 

（３） 雇用
こよう

契約
けいやく

の締結
ていけつ

による就労
しゅうろう

の機会
きかい

の提供
ていきょう

及び
および

生産
せいさん

活動
かつどう

 

 

    主
おも

な生産
せいさん

活動
かつどう

の内容
ないよう

 

・病院
びょういん

等
とう

リネン類
り ね ん る い

のクリーニング
く り ー に ん ぐ

と、これらに伴う
ともなう

仕分け
し わ け

、洗濯
せんたく

、検品
けんぴん

、仕上げ
し あ げ

等
とう

の作業
さぎょう

 

・ふとん類
るい

のクリーニング
く り ー に ん ぐ

と、これらに伴う
ともなう

仕分け
し わ け

、洗濯
せんたく

、検品
けんぴん

、仕上げ
し あ げ

等
とう

の作業
さぎょう

 

・病院
びょういん

及び
お よ び

施設
し せ つ

関連
かんれん

の白衣
は く い

等
とう

のユニフォームクリーニング
ゆ に ふ ぉ ー む く り ー に ん ぐ

と、これらに伴う
ともなう

仕分け
し わ け

、洗濯
せんたく

 

検品
けんぴん

、仕上げ
し あ げ

等
とう

の作業
さぎょう

 

・活動
かつどう

場所
ば し ょ

の清掃
せいそう

、片付け
か た づ け

 

・クリーニング
く り ー に ん ぐ

商品
しょうひん

に関連
かんれん

する入 力
にゅうりょく

業務
ぎょうむ

 

 

 

（４） 実習先
じっしゅうさき

企業
きぎょう

等
など

の紹介
しょうかい

 

（５） 求職
きゅうしょく

活動
かつどう

支援
しえん

 

（６） 職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
しえん

 

（７） 生活
せいかつ

相談
そうだん

 

（８） 健康
けんこう

管理
かんり

 

（９） 訪問
ほうもん

支援
しえん

 

（10） 施設外
しせつがい

支援
しえん

 



（11） 施設外
しせつがい

就労
しゅうろう

 

（12） 前各号
ぜんかくごう

に掲げる
かかげる

便宜
べんぎ

に附帯
ふたい

する便宜
べんぎ

 

（２）から（11）に附帯
ふたい

するその他
そのた

必要
ひつよう

な介護
かいご

、訓練
くんれん

、支援
しえん

、相談
そうだん

、助言
じょげん

。 

（利用者
りようしゃ

から受領
じゅりょう

する費用
ひよう

の額
がく

等
など

） 

第９条
だい９じょう

 指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

を提供
ていきょう

した際
さい

には、利用者
りようしゃ

から当該
とうがい

指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

に係る
かかわる

利用者
りようしゃ

負担
ふたん

額
がく

の支払
しはらい

を受ける
うける

ものとする。 

２ 法定
ほうてい

代理
だいり

受領
じゅりょう

を行わない
おこなわない

指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

を提供
ていきょう

した際
さい

は、利用者
りようしゃ

から法
ほう

第 29 条
だい２９じょう

第 3 項
だい３こう

の規定
きてい

により算定
さんてい

された訓練
くんれん

等
など

給付費
きゅうふひ

の額
がく

に90
９０

分
ぶん

の100
１００

を乗じて
じょうじて

得た
えた

額
がく

の支払
しはらい

を

受ける
うける

ものとする。この場合
ばあい

、その提供
ていきょう

した指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

の内容
ないよう

、費用
ひよう

の額
がく

その他
そのた

必要
ひつよう

と認められる
みとめられる

事項
じこう

を記載
きさい

したサービス
さーびす

提供
ていきょう

証明書
しょうめいしょ

を利用者
りようしゃ

に対して
たいして

交付
こうふ

するものとする。 

３ 前
ぜん

二項
にこう

のほか、次
つぎ

に定める
さだめる

費用
ひよう

については、利用者
りようしゃ

から 徴収
ちょうしゅう

するものとする。 

（１） 余暇
よか

活動費
かつどうひ

 

（２） 日
にち

用品費
ようひんひ

の実費
じ っ ぴ

 

（３） その他
そ の た

日常
にちじょう

生活
せいかつ

において通常
つうじょう

必要
ひつよう

となるものに係る
かかわる

費用
ひ よ う

であって、その利用者
りようしゃ

に負担
ふ た ん

さ

せることが適当
てきとう

と認められる
みとめられる

ものの実費
じっぴ

 

４ 前項
ぜんこう

の費用
ひよう

の額
がく

に係る
かかわる

サービスの提供
ていきょう

に当たって
あたって

は、あらかじめ、利用者
りようしゃ

に対し
たいし

、当該
とうがい

サービ

スの内容
ないよう

及び
および

費用
ひよう

について説明
せつめい

を行い
おこない

、利用者
りようしゃ

の同意
どうい

を得る
える

ものとする。 

５ 第１項
だい１こう

から第３項
だい３こう

までの費用
ひよう

の支払い
しはらい

を受けた
うけた

場合
ばあい

は、当該
とうがい

費用
ひよう

に係る
かかわる

領収証
りょうしゅうしょう

を、当該
とうがい

費用
ひよう

を支払った
しはらった

利用者
りようしゃ

に対し
たいし

交付
こうふ

するものとする。 

 

（雇用
こよう

契約
けいやく

の締結
ていけつ

等
など

） 

第 10条
だい１０じょう

 事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

の提供
ていきょう

に当たって
あたって

は、利用者
りようしゃ

と雇用
こよう

契約
けいやく

を締結
ていけつ

するもの

とする。 

２ 前項
ぜんこう

の規定
きてい

にかかわらず、利用者
りようしゃ

が雇用
こよう

契約
けいやく

に基づく
もとづく

就労
しゅうろう

が困難
こんなん

である場合
ばあい

は、事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、

雇用
こよう

契約
けいやく

を締結
ていけつ

しないことができるものとする。 

 

（賃金
ちんぎん

等
とう

の支払い
しはらい

） 

第 11条
だい１１じょう

 事業所
じぎょうしょ

は、雇用
こよう

契約
けいやく

を締結
ていけつ

した利用者
りようしゃ

が生産
せいさん

活動
かつどう

に従事
じゅうじ

した場合
ばあい

は、労働
ろうどう

基準法
きじゅんほう

（昭和
しょうわ

22
２２

年
ねん

法律
ほうりつ

第 49 号
だい４９ごう

）及び
および

最低
さいてい

賃金法
ちんぎんほう

（昭和
しょうわ

34
３４

年
ねん

法律
ほうりつ

第 137 号
だい１３７ごう

）その他
そのた

関係
かんけい

法令
ほうれい

等
とう

に基づき
もとづき

、賃金
ちんぎん

を支払う
しはらう

ものとする。 

２ 事業所
じぎょうしょ

は、前条
ぜんじょう

第２項
だい２こう

の規定
きてい

により雇用
こよう

契約
けいやく

を締結
ていけつ

しない利用者
りようしゃ

が生産
せいさん

活動
かつどう

に従事
じゅうじ

した場合
ばあい



は、当該
とうがい

利用者
りようしゃ

に対し
たいし

、別に定める
さだめる

工賃
こうちん

支払
しはらい

規程
きてい

に基づき
もとづき

、生産
せいさん

活動
かつどう

に係る
かかわる

事業
じぎょう

の 収入
しゅうにゅう

か

ら生産
せいさん

活動
かつどう

に係る
かかわる

事業
じぎょう

に必要
ひつよう

な経費
けいひ

を控除
こうじょ

した額
がく

に相当
 

する金額
きんがく

を工賃
こうちん

として支払う
し は ら う

もの

とする。 

３ 前項
ぜんこう

の場合
ばあい

においては、１月
１がつ

あたりの工賃
こうちん

の平均
へいきん

額
がく

は、３千円
３せんえん

を下回らない
したまわらない

ものとする。 

 

 

     賃金
ちんぎん

は時間給
じかんきゅう

（大阪府
おおさかふ

最低賃
さいていちん

金額
ぎんがく

以上
いじょう

の法人
ほうじん

の定める
さ だ め る

額
がく

）にて支払い
し は ら い

 

      ※2023年
ねん

10
1 0

月
がつ

1
1

日
にち

現在
げんざい

 1
１

時間
じ か ん

当たり
あ た り

1,064円
えん

（大阪府
おおさかふ

最低
さいてい

賃金
ちんぎん

は 1,064円
えん

） 

     交通費
こうつうひ

は原則
げんそく

月額
げつがく

3
3

万円
まんえん

までの実費
じ っ ぴ

額
がく

支給
しきゅう

（但し
た だ し

2
２

キロ
き ろ

未満
み ま ん

の徒歩
と ほ

圏内
けんない

は支給
しきゅう

無し
な し

） 

     賃金
ちんぎん

締切日
しめきりび

は毎月
まいつき

10
1 0

日
か

、賃金
ちんぎん

支払い
し は ら い

日
び

は当月
とうげつ

25
2 5

日
にち

支払い
し は ら い

 

     雇用
こ よ う

契約
けいやく

にともない、労災
ろうさい

保険
ほ け ん

・雇用
こ よ う

保険
ほ け ん

の対象
たいしょう

になる 

     週
しゅう

20時間
じ か ん

以上
いじょう

の勤務
き ん む

での契約
けいやく

の場合
ば あ い

は、社会
しゃかい

保険
ほ け ん

（健康
けんこう

保険
ほ け ん

・厚生
こうせい

年金
ねんきん

）の対象
たいしょう

になる 

 

 

（サービス利用
りよう

に当たって
あたって

の留意
りゅうい

事項
じこう

） 

第 12条
だい１２じょう

 利用者
りようしゃ

は、サービスの利用
りよう

に当たって
あたって

は、次
つぎ

に規定
きてい

する内容
ないよう

に留意
りゅうい

すること。 

（１） 他
た

の利用者
りようしゃ

に重大
じゅうだい

な影響
えいきょう

を及ぼす
およぼす

感染症
かんせんしょう

の疾病
しっぺい

等
など

が医師
いし

の診断
しんだん

で明らか
あきらか

な場合
ばあい

は利用
りよう

でき

ないこと。 

 

 

（利用者
りようしゃ

負担
ふたん

額
がく

等
など

に係る
かかわる

管理
かんり

）  

第 13条
だい１３じょう

 事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、利用者
りようしゃ

の依頼
いらい

を受けて
うけて

、当該
とうがい

利用者
りようしゃ

が同一
どういつ

の月
つき

に指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス及び
および

施設
しせつ

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス（以下
いか

「指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

」という。）を受けた
うけた

ときは、当該
とうがい

利用者
りようしゃ

が当該
とうがい

同一
どういつ

の月
つき

に受けた
うけた

指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
など

に要した費用
ひよう

（特定
とくてい

費用
ひよう

を除く
のぞく

。）の額
がく

か

ら法
ほう

第 29 条
だい２９じょう

第 3 項
だい３こう

の規定
きてい

により算定
さんてい

された介護
かいご

給付費
きゅうふひ

又
また

は訓練
くんれん

等
など

給付費
きゅうふひ

の額
がく

を控除
こうじょ

した額
がく

を算定
さんてい

するものとする。この場合
ばあい

において、利用者
りようしゃ

負担
ふたん

額
がく

等
とう

合計
ごうけい

額
がく

が、令
れい

第 17 条
だい１７じょう

第 1 項
だい１こう

に

規定
きてい

する負担
ふたん

上限
じょうげん

月額
げつがく

、又
また

は令
れい

第 43 条
だい４３じょう

の6
６

第 1 号
だ い １ご う

に規定
きてい

する高額
こうがく

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス基
き

準額
じゅんがく

を超える
こえる

ときは、指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の 状況
じょうきょう

を確認
かくにん

の上
うえ

、利用者
りようしゃ

負担
ふたん

額
がく

等
とう

合計
ごうけい

額
がく

を市町村
しちょうそん

に報告
ほうこく

するとともに、利用者
りようしゃ

及び
および

指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

を提供
ていきょう

した指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
じ

業者
ぎょうしゃ

及び
および

指定
してい

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

に通知
つうち

するものとする。 

 

 

 



 

（通常
つうじょう

の事業
じぎょう

の実施
じっし

地域
ちいき

） 

第 14条
だい１４じょう

 通常
つうじょう

の事業
じぎょう

の実施
じっし

地域
ちいき

は、豊中市
とよなかし

とする。 

 

（緊急
きんきゅう

時
じ

及び
および

事故
じこ

発生
はっせい

時
どき

等
とう

における対応
たいおう

方法
ほうほう

） 

第 15条
だい１５じょう

 現
げん

に指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

の提供
ていきょう

を行って
おこなって

いるときに利用者
りようしゃ

に 病状
びょうじょう

の急変が生じた
しょうじた

場合
ばあい

その他
そのた

必要
ひつよう

な場合
ばあい

は、速やか
すみやか

に 協力
きょうりょく

医療
いりょう

機関
きかん

又
また

は利用者
りようしゃ

の主治医
しゅじい

（以下
いか

「 協力
きょうりょく

医療
いりょう

機関
きかん

等
など

」

という。）への連絡
れんらく

を行う
おこなう

等
など

の必要
ひつよう

な措置
そち

を講
こう

ずるとともに、管理者
かんりしゃ

に報告
ほうこく

するものとする。 

２ 協力
きょうりょく

医療
いりょう

機関
きかん

等
とう

への連絡
れんらく

等
など

が困難
こんなん

な場合
ばあい

には、他
た

の医療
いりょう

機関
きかん

への連絡
れんらく

を行う
おこなう

等
など

の必要
ひつよう

な

措置
そち

を講ずるものとする。 

３ 指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

の提供
ていきょう

により事故
じこ

が発生
はっせい

したときは、直ち
ただち

に利用者
りようしゃ

に係る
かかわる

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
じ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

に連絡
れんらく

するとともに、必要
ひつよう

な措置
そち

を講じる
こうじる

ものとする。 

４ 指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

の提供
ていきょう

により賠償
ばいしょう

すべき事故
じこ

が発生
はっせい

したときは、速やか
すみやか

に損害
そんがい

を

賠償
ばいしょう

するものとする。 

 

（非常
ひじょう

災害
さいがい

対策
たいさく

） 

第 16条
だい１６じょう

 事業所
じぎょうしょ

は、非常
ひじょう

災害
さいがい

に関する
かんする

具体的
ぐたいてき

計画
けいかく

を立て
たて

、非常
ひじょう

災害
さいがい

時
じ

の関係
かんけい

機関
きかん

への通報
つうほう

及び
および

連絡
れんらく

体制
たいせい

を整備
せいび

し、それらを定期的
ていきてき

に従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

に周知
しゅうち

するとともに、定期的
ていきてき

に避難
ひなん

、救出
きゅうしゅつ

その他
そのた

必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を行う
おこなう

ものとする。 

 

（苦情
くじょう

解決
かいけつ

） 

第 17条
だい１７じょう

 提供
ていきょう

した指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

に関する
かんする

利用者
りようしゃ

及び
および

その家族
かぞく

（以下
いか

「利用者
りようしゃ

等
など

」という。）

からの苦情
くじょう

に迅速
じんそく

かつ適切
てきせつ

に対応
たいおう

するために、苦情
くじょう

を受け付ける
うけつける

ための窓口
まどぐち

を設置
せっち

するもの

とする。 

２ 提供
ていきょう

した指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

に関し
かんし

、法
ほう

第 10 条
だい１０じょう

第 1 項
だい１こう

の規定
きてい

により市町村
しちょうそん

が、また、法
ほう

第 48 条
だい４８じょう

第 1 項
だい１こう

の規定
きてい

により大阪府
おおさかふ

知事
ちじ

又
また

は市町
しちょう

村長
そんちょう

が行う
おこなう

報告
ほうこく

若しく
もしく

は文書
ぶんしょ

その他
そのた

の

物件
ぶっけん

の提出
ていしゅつ

若しく
もしく

は提示
ていじ

の命令
めいれい

、又は当該
とうがい

職員
しょくいん

からの質問
しつもん

若しく
もしく

は事業所
じぎょうしょ

の設備
せつび

若しく
もしく

は

帳簿
ちょうぼ

書類
しょるい

その他
そのた

の物件
ぶっけん

の検査
けんさ

に応じ
おうじ

、及び利用者
りようしゃ

等
など

からの苦情
くじょう

に関して
かんして

市町村
しちょうそん

又
また

は大阪府
おおさかふ

知事
ちじ

及び
および

市町
しちょう

村長
そんちょう

が行う
おこなう

調査
ちょうさ

に 協力
きょうりょく

するとともに、市町村
しちょうそん

又
また

は大阪府
おおさかふ

知事
ちじ

及び
および

市町
しちょう

村長
そんちょう

から指導
しどう

又
また

は助言
じょげん

を受けた
うけた

場合
ばあい

は、当該
とうがい

指導
しどう

又
また

は助言
じょげん

に従って
したがって

必要
ひつよう

な改善
かいぜん

を行う
おこなう

ものとする。 

３ 社会
しゃかい

福祉法
ふくしほう

（昭和
しょうわ

26
２６

年
ねん

法律
ほうりつ

第 45 号
だい４５ごう

）第 83 条
だい８３じょう

に規定
きてい

する運営
うんえい

適正化
てきせいか

委員会
いいんかい

が同法
どうほう

第 85 条
だい８５じょう

の



規定
きてい

により行う
おこなう

調査
ちょうさ

又
また

はあっせんにできる限り
かぎり

協力
きょうりょく

するものとする。 

 

（個人
こじん

情報
じょうほう

の保護
ほご

） 

第 18条
だい１８じょう

 事業所
じぎょうしょ

は、その業務上
ぎょうむじょう

知り得た
しりえた

利用者
りようしゃ

等
とう

の個人
こじん

情報
じょうほう

については、個人
こじん

情報
じょうほう

の保護
ほご

に関する
かんする

法律
ほうりつ

（平成
へいせい

15
１５

年
ねん

法律
ほうりつ

第 57 号
だい５７ごう

）その他
そのた

関係
かんけい

法令
ほうれい

等
など

を遵守
じゅんしゅ

し、適正
てきせい

に取り扱う
とりあつかう

ものとする。 

２ 職員
しょくいん

は、その業務上
ぎょうむじょう

知り得た
しりえた

利用者
りようしゃ

等
とう

の秘密
ひみつ

を保持
ほじ

するものとする。 

３ 職員
しょくいん

であった者
もの

に、業務上
ぎょうむじょう

知り得た
しりえた

利用者
りようしゃ

等
とう

の秘密
ひみつ

を保持
ほじ

するため、職員
しょくいん

でなくなった後
あと

においてもこれらの秘密
ひみつ

を保持
ほじ

するべき旨
むね

を、職員
しょくいん

との雇用
こよう

契約
けいやく

の内容
ないよう

とする。 

４ 事業所
じぎょうしょ

は他
た

の障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス業者事
じぎょうしゃ

等
とう

に対して
たいして

、利用者
りようしゃ

等
とう

に関する
かんする

情報
じょうほう

を提供
ていきょう

する際
さい

は、

あらかじめ文書
ぶんしょ

により利用者
りようしゃ

等
とう

の同意
どうい

を得る
える

ものとする。 

 

（虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

に関する
かんする

事項
じこう

） 

第 19条
だい１９じょう

 事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、利用者
りようしゃ

の人権
じんけん

の擁護
ようご

・虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

等
とう

のため、次
つぎ

の措置
そち

を講
こう

ずる。 

（１） 虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

に関する
かんする

責任者
せきにんしゃ

の選定
せんてい

及び
および

設置
せっち

 

（２） 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の利用
りよう

支援
しえん

 

（３） 苦情
くじょう

解決
かいけつ

体制
たいせい

の整備
せいび

 

（４） 従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

に対する
たいする

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

を啓発
けいはつ

・普及
ふきゅう

するための研修
けんしゅう

の実施
じっし

 

（５） 虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

のための対策
たいさく

を検討
けんとう

する委員会
いいんかい

の定期的
ていきてき

な開催
かいさい

及び
お よ び

その結果
け っ か

について従業者
じゅうぎょうしゃ

 

への周知
しゅうち

徹底
てってい

     

 

（身体
しんたい

拘束
こうそく

等
とう

の禁止
き ん し

） 

第 20条
だい２０じょう

 事業所
じぎょうしょ

は、サービスの提供
ていきょう

に当
あ

たっては、利用者
りようしゃ

もしくは他
た

の利用者
りようしゃ

の生命
せいめい

又
また

は身体
しんたい

を保護
ほ ご

 

     するため緊急
きんきゅう

やむを得
え

ない場合
ば あ い

を除
のぞ

き、身体的
しんたいてき

拘束
こうそく

その他
た

利用者
りようしゃ

の行動
こうどう

を制限
せいげん

する行為
こ う い

（以
い

 

     下
か

「身体
しんたい

拘束
こうそく

等
など

」という。）を行
おこな

わないものとする。 

   ２ 事業所
じぎょうしょ

は、身体
しんたい

拘束
こうそく

等
とう

を行う
おこなう

場合
ば あ い

には、その態様
たいよう

及び
お よ び

時間
じ か ん

、その際
さい

の利用者
りようしゃ

の心身
しんしん

の状 況
じょうきょう

 

並び
な ら び

に緊急
きんきゅう

やむを得
え

ない理由
り ゆ う

その他
た

必要
ひつよう

な事項
じ こ う

を記録
き ろ く

するものとする。 

   ３ 事業所
じぎょうしょ

は、身体
しんたい

拘束
こうそく

等
とう

の適正化
てきせいか

を図
はか

るため、次
つぎ

に掲
かか

げる措置
そ ち

を講
こう

ずるものとする。 

（１） 身体
しんたい

拘束
こうそく

等
とう

の適正化
てきせいか

のための対策
たいさく

を検討
けんとう

する委員会
いいんかい

の定期的
ていきてき

な開催
かいさい

及び
お よ び

その結果
け っ か

について 

従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

への周知
しゅうち

徹底
てってい

 

（２） 身体
しんたい

拘束
こうそく

等
とう

の適正化
てきせいか

のための指針
し し ん

の整備
せ い び

 

（３） 従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

する、身体
しんたい

拘束
こうそく

等
とう

の適正化
てきせいか

のための研修
けんしゅう

の定期的
ていきてき

な実施
じ っ し

 



 

（その他
そのた

運営
うんえい

に関する
かんする

重要
じゅうよう

事項
じこう

） 

第 21条
だい２１じょう

 事業所
じぎょうしょ

は、職員
しょくいん

の資質
ししつ

の向上
こうじょう

のために研修
けんしゅう

の機会
きかい

を次
つぎ

のとおり設ける
もうける

ものとし、また、業務
ぎょうむ

の執行
しっこう

体制
たいせい

についても検証
けんしょう

、整備
せいび

するものとする。 

（１） 採用
さいよう

時
じ

研修
けんしゅう

 採用
さいよう

後
ご

１カ月
１かげつ

以内
いない

 

（２） 継続
けいぞく

研修
けんしゅう

 年
ねん

１回
１かい

 

２  事業所
じぎょうしょ

は、職員
しょくいん

、設備
せつび

、備品
びひん

及び
および

会計
かいけい

に関する
かんする

諸記録
しょきろく

を整備
せいび

するものとする。 

３  事業所
じぎょうしょ

は、利用者
りようしゃ

に対する
たいする

指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

の提供
ていきょう

に関する
かんする

諸記録
しょきろく

を整備
せいび

し、当該
とうがい

指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

を提供
ていきょう

した日
ひ

から５年間
５ねんかん

保存
ほぞん

するものとする。 

４  事業所
じぎょうしょ

は、指定
してい

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
えーがた

の利用
りよう

について市町村
しちょうそん

又
また

は相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

を行う
おこなう

者
もの

が行う

連絡
れんらく

調整
ちょうせい

に、できる限り
かぎり

協力
きょうりょく

するものとする。 

５  この規程
きてい

に定める
さだめる

事項
じこう

のほか、運営
うんえい

に関する
かんする

重要
じゅうよう

事項
じこう

は事
じ

業者
ぎょうしゃ

と事業所
じぎょうしょ

の管理者
かんりしゃ

との協議
きょうぎ

に基づいて
もとづいて

定める
さだめる

ものとする。 

 

附
ふ

 則
そく

 

この規程
きてい

は、平成
へいせい

２５年
２５ねん

５月
５がつ

１日
ついたち

から施行
しこう

する。 

この規程
きてい

は、平成
へいせい

２６年
２６ねん

４月
４がつ

１日
ついたち

から施行
しこう

する。 

この規定
きてい

は、平成
へいせい

２６年
２６ねん

８月
８がつ

１日
ついたち

から施行
し こ う

する。 

この規定
き て い

は、平成
へいせい

２６年
２ ６ ね ん

９月
９ が つ

１日
ついたち

から施行
し こ う

する。 

この規定
き て い

は、平成
へいせい

２７年
２ ７ ね ん

４月
４ が つ

１日
ついたち

から施行
し こ う

する。 

この規定
き て い

は、平成
へいせい

２８年
２ ８ ね ん

３月
３ が つ

１９日
１ ９ に ち

から施行
し こ う

する 

この規定
き て い

は、平成
へいせい

２９年
２ ９ ね ん

４月
４ が つ

１８日
１ ８ に ち

から施行
し こ う

する 

この規定
き て い

は、平成
へいせい

２９
2 9

年
ねん

９
9

月
がつ

３０
3 0

日
にち

から施行
し こ う

する 

この規定
き て い

は、平成
へいせい

３０
３ ０

年
ねん

６
6

月
がつ

１８
１ ８

日
にち

から施行
し こ う

する 

この規定
き て い

は 令和
れ い わ

２
２

年
ねん

１
１

月
がつ

１
１

日
にち

から施行
し こ う

する。 

この規定
き て い

は 令和
れ い わ

３
３

年
ねん

４
４

月
がつ

１
１

日
にち

から施行
し こ う

する。 

この規定
き て い

は 令和
れ い わ

４年
  ねん

４月
  がつ

１日
  にち

から施行
し こ う

する。 

この規定
き て い

は 令和
れ い わ

５年
ねん

４月
  がつ

１日
  にち

から施行
し こ う

する。 

この規定
き て い

は、令和
れ い わ

５年
ねん

5月
がつ

１日
  にち

から施行
し こ う

する。 

この規定
き て い

は、令和
れ い わ

６年
ねん

４月
がつ

１日
にち

から施行
し こ う

する。 

この規定
き て い

は、令和
れ い わ

６年
ねん

６月
がつ

１日
にち

から施行
し こ う

する。 


